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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

第70期
第３四半期連結
累計期間

第69期
第３四半期連結
会計期間

第70期
第３四半期連結
会計期間

第69期

会計期間

自  平成21年
    ５月１日
至  平成22年
    １月31日

自  平成22年
    ５月１日
至  平成23年
    １月31日

自  平成21年
    11月１日
至  平成22年
    １月31日

自  平成22年
    11月１日
至  平成23年
    １月31日

自  平成21年
    ５月１日
至  平成22年
    ４月30日

売上高 (千円) 8,719,3526,623,2712,926,2662,262,45211,081,512

経常利益 (千円) 541,855 161,466 226,929 76,896 558,686

四半期(当期)純利益 (千円) 370,840 91,574 199,975 43,330 377,319

純資産額 (千円) ― ― 4,416,5584,798,0224,855,336

総資産額 (千円) ― ― 7,762,8237,412,3597,682,914

１株当たり純資産額 (円) ― ― 908.62 818.68 828.45

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 76.29 15.62 41.14 7.39 76.93

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― 76.59

自己資本比率 (％) ― ― 56.9 64.7 63.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △76,078△400,758 ― ― 13,166

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △34,090 △40,735 ― ― △139,906

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △90,179△165,552 ― ― 248,552

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,293,988998,7861,617,955

従業員数 (名) ― ― 188 194 196

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  第69期第３四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の

残高がありますが、当社株式は非上場であり期中平均株価が把握できないため、また、第70期第３四半期連結

累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年１月31日現在

従業員数(名) 194（43）

(注) １  従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であ

ります。

３  臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年１月31日現在

従業員数(名) 110（30）

(注) １  従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３  臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、仕入、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
（単位：千円）

セグメントの名称
当３四半期連結会計期間
（自 平成22年11月１日
至 平成23年１月31日）

前年同四半期比（％）

防護服・環境資機材 230,951 ―

アパレル資材 81,569 ―

合計 312,520 ―

(注) １  金額は、製造原価によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
（単位：千円）

セグメントの名称
当３四半期連結会計期間
（自 平成22年11月１日
至 平成23年１月31日）

前年同四半期比（％）

防護服・環境資機材 788,911 ―

たたみ資材 437,734 ―

アパレル資材 427,299 ―

その他 205,193 ―

合計 1,859,138 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  金額は、仕入価格によっております。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

受注から売上計上までの期間が短いため、記載は省略しております。
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(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
（単位：千円）

セグメントの名称
当３四半期連結会計期間
（自 平成22年11月１日
至 平成23年１月31日）

前年同四半期比（％）

防護服・環境資機材 1,061,910 ―

たたみ資材 475,007 ―

アパレル資材 517,233 ―

その他 208,301 ―

合計 2,262,452 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

丸紅株式会社 450,675 15.4 ― ―

伊藤忠商事株式会社 334,524 11.4 ― ―

当第３四半期連結会計期間の丸紅株式会社及び伊藤忠商事株式会社については、当該割合が100分の10未満で

あるため、記載を省略しております。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国の経済は、新興国向け輸出の増加等を背景に緩やかな回復

を続けましたが、政府の景気刺激策の一部終了等により後半にかけて回復のペースが下がり、加えて円高

基調の定着により輸出企業の収益に及ぼす影響の懸念から引続き先行きが不透明な状況で推移して参り

ました。

このような環境下、防護服・環境資機材事業におきましては、鳥インフルエンザへの対応等頻発する安

全衛生上の問題に対し、当社グループの社会的責任を果たすべく米国デュポン社製タイベック®防護服

を中心とする製商品の安定的供給に取組んで参りました。また、たたみ資材事業、アパレル資材事業にお

きましても、当社グループの特徴を活かした商品の販売に注力いたしました。

セグメント及び当社グループ全体の業績を示すと、次のとおりであります。

  防護服・環境資機材事業においては、インフルエンザ対策用品について、見込み販売数量を大きく下

回ったことと等により、昨年11月に業績の下方修正を致しましたが、当第３四半期連結会計期間において
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は、ほぼ見直し後の計画通りに推移し、防護服・環境資機材事業の売上高は1,061,910千円、営業利益は

101,781千円となりました。

たたみ資材事業においては、市場の縮小や個人消費の伸び悩みといった厳しい環境下ではありました

が、住宅エコポイントの影響で断熱材の需要が増えたことによる品薄感から資材の調達を早める動きが

出て参りました。この影響により、同じ断熱材を原料とする畳床資材のボードとフォームの販売が好調に

推移し、売上高は475,007千円、営業利益は23,284千円となりました。

アパレル資材事業においては、特に商品開発及び日系アパレル企業への対応において中国子会社との

連携を強め、営業活動を展開して参りましたが、スポーツウェア向け素材の生産が予定以上に海外へシフ

トした影響を受け、利益面においても綿、ポリエステル等の一部素材の価格高騰による調達難が利益を圧

迫したため、売上高は517,233千円、営業利益は26,155千円となりました。

この結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は2,262,452千円（前年同四半期比

77.3%）、営業利益は75,875千円（前年同四半期比32.6%）、経常利益は76,896千円（前年同四半期比

33.9%）、四半期純利益は43,330千円（前年同四半期比21.7%）となりました。

(注) 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情

報等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しております。これにより、アパレル資材事業の売

上高、営業利益につきましては、中国子会社を含まない金額を記載しております。また、報告セグメン

トに配分していない一般管理費の全社費用が85,121千円あります。

  

(2) 財政状態の分析

（資産）

  流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.1%減少し、6,016,947千円となりました。これは、主として現

金及び預金が619,045千円減少し、商品及び製品が214,022千円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.1%減少し、1,395,411千円となりました。これは、主として新

設中の岡山事業所のレイアウト変更及び倉庫設備拡充に伴う建設仮勘定の計上などにより有形固定資産

が10,697千円増加し、無形固定資産が19,471千円、投資その他の資産が7,081千円減少したことなどによ

ります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.5%減少し、7,412,359千円となりました。

（負債）

  流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.1%減少し、2,167,461千円となりました。これは、主として支

払手形及び買掛金が60,216千円増加し、未払法人税等が168,365千円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて14.0%減少し、446,876千円となりました。これは、主として社債

が40,000千円、長期借入金が21,381千円減少したことなどによります。

この結果、負債は、前連結会計年度末に比べて7.5%減少し、2,614,337千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.2%減少し、4,798,022千円となりました。これは、主として

剰余金の配当などにより利益剰余金が27,624千円、評価・換算差額等が29,663千円減少したことなどに

よります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連

結会計期間末に比べ390,360千円減少し、998,786千円となりました。

当第３四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、332,682千円（前年同四半期は、152,867千円の支出）となりまし

た。支出の主な内訳は、賞与引当金の減少31,600千円、売上債権の増加73,000千円、たな卸資産の増加

153,928千円、仕入債務の減少88,601千円、法人税等の支払額25,362千円等であります。収入の主な内訳

は、税金等調整前四半期純利益76,772千円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果支出した資金は40,617千円（前年同四半期は、4,144千円の支出）となりました。支

出の主な内訳は、建設仮勘定の計上を含む有形固定資産の取得による支出36,410千円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、8,204千円（前年同四半期は、67,324千円の獲得）となりました。支

出の主な内訳は、社債の償還による支出15,000千円等であります。収入の主な内訳は、短期借入金の増

加7,000千円等であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年３月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,085,401 6,085,401
大阪証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。
完全議決権株式であり権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式でありま
す。

計 6,085,401 6,085,401― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成18年４月５日臨時株主総会決議

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年１月31日)

新株予約権の数 119個  (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 119,000株  (注)１

新株予約権の行使時の払込金額 412円  (注)２

新株予約権の行使期間
平成21年４月６日～
平成28年４月４日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格      412 円
資本組入額    206 円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた当社の取締役および従業
員は、権利行使時においても、当社もしくは当社子会社
の取締役、執行役員、監査役、従業員であるか、または顧
問、嘱託その他これに準ずる地位にある者のうち取締
役会が認める者であることを要する。
新株予約権の割当を受けた社外協力者は、権利行使時
において、取締役会が認める者であることを要する。
新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。
その他の条件については、臨時株主総会決議および取
締役会決議に基づき、当社と対象取締役、従業員および
社外協力者との間で締結する「新株予約権割当契約
書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １  「新株予約権の数」及び「新株予約権の目的となる株式の数」は、退職等により権利を喪失したものを減じ

た数であります。また新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２  新株予約権発行日以降に、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調

整する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の

数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の株式については切り捨てる。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×

既発行株式数＋
新発行株式数×１株当たりの払込金額

新株発行前の株価

既発行株式数＋新発行株式数

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年１月31日 ― 6,085,401 ― 887,645 ― 1,038,033

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年10月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

224,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,857,400
58,574 ―

単元未満株式
普通株式

3,401
― ―

発行済株式総数 6,085,401― ―

総株主の議決権 ― 58,574 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アゼアス株式会社

東京都台東区
蔵前四丁目13番７号

224,600― 224,600 3.69

計 ― 224,600― 224,600 3.69
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平成23年
１月

最高(円) 448 412 383 381 355 335 355 345 352

最低(円) 351 360 345 347 325 305 311 317 330

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所(JASDAQ市場)におけるものであり、平成22年10月12

日以降は大阪証券取引所JASDAQ(スタンダード)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年11月１日から平成22年１月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年５月１日から平成22年１月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年11月１日から平成23年１月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年５月１日から平成23年１月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年11月１

日から平成22年１月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年５月１日から平成22年１月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年11月１日から平成23年１月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年５月１日から平成23年１月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間に係る四半期レビュー報告書は、平成22

年３月11日に提出した有価証券届出書に添付されたものを利用しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,428,626 2,047,672

受取手形及び売掛金 2,646,771 2,576,388

商品及び製品 1,531,242 1,317,220

原材料 306,262 250,591

その他 109,250 88,209

貸倒引当金 △5,205 △8,433

流動資産合計 6,016,947 6,271,648

固定資産

有形固定資産 ※１
 961,404

※１
 950,707

無形固定資産 160,783 180,254

投資その他の資産

投資有価証券 141,206 144,265

その他 152,943 163,805

貸倒引当金 △20,926 △27,765

投資その他の資産合計 273,223 280,304

固定資産合計 1,395,411 1,411,266

資産合計 7,412,359 7,682,914

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,866,473 1,806,257

短期借入金 88,700 53,700

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払法人税等 15,845 184,210

賞与引当金 27,200 54,200

その他 119,242 159,409

流動負債合計 2,167,461 2,307,777

固定負債

社債 180,000 220,000

長期借入金 － 21,381

退職給付引当金 165,106 173,840

役員退職慰労引当金 101,770 104,580

固定負債合計 446,876 519,801

負債合計 2,614,337 2,827,578
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 887,645 887,645

資本剰余金 1,038,033 1,038,033

利益剰余金 2,931,129 2,958,753

自己株式 △29,649 △29,622

株主資本合計 4,827,159 4,854,810

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13,824 17,560

為替換算調整勘定 △42,961 △17,034

評価・換算差額等合計 △29,137 526

純資産合計 4,798,022 4,855,336

負債純資産合計 7,412,359 7,682,914
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年５月１日
　至 平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成23年１月31日)

売上高 8,719,352 6,623,271

売上原価 7,002,586 5,360,259

売上総利益 1,716,765 1,263,012

販売費及び一般管理費 ※１
 1,170,658

※１
 1,104,165

営業利益 546,107 158,847

営業外収益

受取利息 1,015 1,804

受取配当金 1,975 2,220

受取賃貸料 2,000 －

保険解約返戻金 2,082 1,474

その他 3,531 5,216

営業外収益合計 10,604 10,716

営業外費用

支払利息 4,128 3,079

社債発行費 1,909 －

為替差損 4,301 4,967

上場関連費用 4,273 －

その他 244 49

営業外費用合計 14,856 8,096

経常利益 541,855 161,466

特別利益

移転補償金 103,898 －

貸倒引当金戻入額 － 2,521

特別利益合計 103,898 2,521

特別損失

固定資産売却損 91 －

固定資産除却損 390 167

減損損失 1,145 2,636

特別損失合計 1,627 2,804

税金等調整前四半期純利益 644,126 161,184

法人税、住民税及び事業税 217,040 40,310

法人税等調整額 56,245 29,299

法人税等合計 273,286 69,610

少数株主損益調整前四半期純利益 － 91,574

四半期純利益 370,840 91,574
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年１月31日)

売上高 2,926,266 2,262,452

売上原価 2,322,510 1,831,459

売上総利益 603,755 430,992

販売費及び一般管理費 ※１
 370,644

※１
 355,117

営業利益 233,111 75,875

営業外収益

受取利息 311 552

受取配当金 735 993

受取賃貸料 660 －

保険配当金 1,192 1,152

その他 1,028 1,083

営業外収益合計 3,927 3,781

営業外費用

支払利息 1,333 923

為替差損 4,479 1,822

上場関連費用 4,273 －

その他 23 14

営業外費用合計 10,109 2,760

経常利益 226,929 76,896

特別利益

移転補償金 103,898 －

貸倒引当金戻入額 1,656 24

特別利益合計 105,555 24

特別損失

固定資産除却損 － 148

特別損失合計 － 148

税金等調整前四半期純利益 332,484 76,772

法人税、住民税及び事業税 99,903 14,495

法人税等調整額 32,605 18,946

法人税等合計 132,509 33,441

少数株主損益調整前四半期純利益 － 43,330

四半期純利益 199,975 43,330
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年５月１日
　至 平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成23年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 644,126 161,184

減価償却費 49,412 44,985

減損損失 1,145 2,636

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,137 △10,055

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,005 △27,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △14,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,642 △8,146

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,030 △2,810

受取利息及び受取配当金 △2,991 △4,025

為替差損益（△は益） △373 1,172

支払利息 4,128 3,079

移転補償金 △103,898 －

売上債権の増減額（△は増加） △304,668 △88,574

たな卸資産の増減額（△は増加） △460,081 △277,014

仕入債務の増減額（△は減少） 209,984 73,003

その他 △32,832 △52,202

小計 △50,586 △198,268

利息及び配当金の受取額 2,731 3,901

利息の支払額 △4,658 △3,581

移転補償金の受取額 146,899 －

法人税等の支払額 △170,465 △202,810

営業活動によるキャッシュ・フロー △76,078 △400,758

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △123

投資有価証券の取得による支出 △2,693 △2,846

有形固定資産の取得による支出 △12,779 △37,074

有形固定資産の売却による収入 201 －

無形固定資産の取得による支出 △20,600 △4,210

保険積立金の積立による支出 － △1,615

保険積立金の解約による収入 － 1,809

その他 1,781 3,325

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,090 △40,735
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年５月１日
　至 平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成23年１月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 63,000 35,000

長期借入れによる収入 30,000 －

長期借入金の返済による支出 △73,220 △44,183

社債の発行による収入 98,090 －

社債の償還による支出 △140,000 △40,000

配当金の支払額 △68,050 △116,342

その他 － △26

財務活動によるキャッシュ・フロー △90,179 △165,552

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,617 △12,123

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △205,966 △619,169

現金及び現金同等物の期首残高 1,499,954 1,617,955

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,293,988

※１
 998,786
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日)

１  会計処理基準に関する事項

の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しておりま

す。

 なお、これによる損益への影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１  前第３四半期連結累計期間において、営業外収益に区分掲記しておりました「受取賃貸料」は、当第３四半期

連結累計期間では営業外収益総額の100分の20以下となり重要性が乏しいため、「その他」に含めて表示して

おります。なお、当第３四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は、1,541千

円であります。

２  「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

１  前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示して

おりました「定期預金の預入による支出」、「保険積立金の積立による支出」及び「保険積立金の解約による

収入」は、開示の明瞭性のため区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動による

キャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「定期預金の預入による支出」、「保険積立金の積立による支

出」及び「保険積立金の解約による収入」は、それぞれ△289千円、△1,976千円、4,651千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年11月１日  至  平成23年１月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１  前第３四半期連結会計期間において、営業外収益に区分掲記しておりました「受取賃貸料」は、当第３四半期

連結会計期間では営業外収益総額の100分の20以下となり重要性が乏しいため、「その他」に含めて表示して

おります。なお、当第３四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は、421千円

であります。

２  「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算

定方法

  当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、第２四半期連結会計期間

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法   当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省

略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定する方法を主としております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、

収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げ

を行う方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末
(平成22年４月30日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額  985,101千円※１  有形固定資産の減価償却累計額  980,585千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成23年１月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  給料 380,315千円

  貸倒引当金繰入額 10,390千円

  賞与引当金繰入額 23,095千円

  退職給付費用 7,511千円

  役員退職慰労引当金繰入額 8,010千円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  給料 372,321千円

  賞与引当金繰入額 25,300千円

  退職給付費用 16,669千円

  役員退職慰労引当金繰入額 5,790千円

　　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年11月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  給料 122,273千円

  賞与引当金繰入額 20,119千円

  退職給付費用 2,126千円

  役員退職慰労引当金繰入額 5,290千円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  給料 123,222千円

  賞与引当金繰入額 23,701千円

  退職給付費用 438千円

  役員退職慰労引当金繰入額 1,840千円

　　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成23年１月31日)

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

（平成22年１月31日現在）

現金及び預金 1,623,285千円

預入期間が３か月超の定期預金 △329,296千円

現金及び現金同等物 1,293,988千円

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

（平成23年１月31日現在）

現金及び預金 1,428,626千円

預入期間が３か月超の定期預金 △429,840千円

現金及び現金同等物 998,786千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年１月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日 

至  平成23年１月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,085,401

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 224,757

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月29日
定時株主総会

普通株式 117,214 20.00平成22年４月30日 平成22年７月30日 利益剰余金

(注)  １株当たり配当額の内訳        普通配当  14.00円    記念配当  6.00円

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年11月１日  至  平成22年１月31日)

　
防護服・環境
資機材事業
 (千円)

たたみ資材
事業
(千円)

アパレル資材
事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

Ⅰ  売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,825,165394,692706,4082,926,266 ― 2,926,266

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

116 ― 1,085 1,201 (1,201) ―

計 1,825,281394,692707,4942,927,467(1,201)2,926,266

営業利益 260,05317,437 41,961319,452(86,341)233,111

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年５月１日  至  平成22年１月31日)

　
防護服・環境
資機材事業
 (千円)

たたみ資材
事業
(千円)

アパレル資材
事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

Ⅰ  売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

5,169,5941,217,9062,331,8518,719,352 ― 8,719,352

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,266 ― 1,830 3,096 (3,096) ―

計 5,170,8601,217,9062,333,6818,722,448(3,096)8,719,352

営業利益 635,61449,400121,986807,001(260,894)546,107

(注) １  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の主な商品

(1)  防護服・環境資機材事業…化学防護服、作業用防護服、防護用資機材の製造販売

(2)  たたみ資材事業……………畳表、各種畳材料の販売および畳下内装工事の施工

(3)  アパレル資材事業…………芯地、型カット品その他繊維副資材の製造販売

３  会計方針の変更

前第３四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価方法）

第１四半期連結会計期間から総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）から移動平均

法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

この結果、営業利益に与える影響は軽微であります。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年11月１日  至  平成22年１月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年５月１日  至  平成22年１月31日)

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90%を超えているため、記載を省略しておりま

す。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年11月１日  至  平成22年１月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年５月１日  至  平成22年１月31日)

海外売上高が連結売上高の10%未満であるため、記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

　

１  報告セグメントの概要

当社は、事業の種類別セグメントを構成単位とした「防護服・環境資機材」「たたみ資材」「アパレル

資材」の３事業を報告セグメントとしております。

「防護服・環境資機材」は、化学防護服、作業用防護服、防護用資機材の製造販売、「たたみ資材」は、畳

表、各種畳材料の販売及び畳下内装工事の施工、「アパレル資材」は、芯地、型カット品その他繊維副資材の

製造販売を行っております。

これらの構成単位は、国内において包括的な戦略のもと事業を展開しており、それぞれ分離された財務情

報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

2,863,2331,304,2651,855,7116,023,209600,0616,623,271― 6,623,271

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

179 8 4,090 4,27822,67126,950△26,950 ―

計 2,863,4131,304,2731,859,8016,027,488622,7336,650,221△26,9506,623,271

セグメント利益 240,08561,551112,139413,77525,673439,448△280,601158,847

(注) １  「その他」の区分は中国子会社であります。

２  セグメント利益調整額は、セグメント間取引に関わる調整額2,665千円、及び、報告セグメントに配分していな

い一般管理費等の全社費用△283,267千円であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年１月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

1,061,910475,007517,2332,054,151208,3012,262,452― 2,262,452

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

32 8 1,929 1,970 9,11411,084△11,084 ―

計 1,061,943475,015519,1622,056,121217,4152,273,537△11,0842,262,452

セグメント利益 101,78123,28426,155151,2208,872160,093△84,21775,875

(注) １  「その他」の区分は中国子会社であります。

２  セグメント利益調整額は、セグメント間取引に関わる調整額903千円、及び、報告セグメントに配分していない

一般管理費等の全社費用△85,121千円であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末
(平成22年４月30日)

　 　

　 818.68円
　

　 　

　 828.45円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成23年１月31日)

前連結会計年度末
(平成22年４月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,798,022 4,855,336

普通株式に係る純資産額(千円) 4,798,022 4,855,336

普通株式の発行済株式数(株) 6,085,401 6,085,401

普通株式の自己株式数(株) 224,757 224,678

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 5,860,644 5,860,723

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成23年１月31日)

１株当たり四半期純利益 76.29円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 15.62円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １  前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高があり

ますが、当社株式は非上場であり期中平均株価が把握できないため、また、当第３四半期連結累計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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２  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成23年１月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 370,840 91,574

普通株式に係る四半期純利益(千円) 370,840 91,574

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,860,723 5,860,720

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年11月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日)

１株当たり四半期純利益 41.14円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 7.39円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １  前第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高があり

ますが、当社株式は非上場であり期中平均株価が把握できないため、また、当第３四半期連結会計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

２  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年11月１日
至  平成22年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 199,975 43,330

普通株式に係る四半期純利益(千円) 199,975 43,330

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,860,723 5,860,716

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年３月11日

アゼアス株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田　　代　　清　　和　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　　本　　和　　巳　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアゼ

アス株式会社の平成21年５月１日から平成22年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年11月１日から平成22年１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年５月１日から平成22年１

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アゼアス株式会社及び連結子会社の平成22年

１月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券

届出書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年３月８日

アゼアス株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    田　　代　　清　　和    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡　　本　　和　　巳    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアゼ

アス株式会社の平成22年５月１日から平成23年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年11月１日から平成23年１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年５月１日から平成23年１

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アゼアス株式会社及び連結子会社の平成23年

１月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

アゼアス株式会社(E24248)

四半期報告書

29/29


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、仕入、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

